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Table 1 0tthore Wnd Observation System

風
向
風
速
計

メーカー ノ!ヽ観 言十暑馨身斐″旬甲

賦 回 武向風田蒙十WS-7671

検出方式 7心光ファイバー方式

風向 16方位方式

腱 0-60m/s

ロ
ガ
Ｉ
Ａ

メーカー blRG wstnI

形式 SYNIIPHm/2000-J

測定間隔 2秒

取得データ

10分間平均風速,10分間平均風向
10分間最大風速,10分間最小風速
10分間風速標準偏差

観測期間 2004年 10月 ～η

“

年 9月

ロ
ガ
Ｉ
Ｂ

メーカー

広 ZR‐NIDR10

測定間隔 1秒

取得データ 風速及び風向の時刻歴データ

観測期間 2CX15年 12月 ～21X16年 9月
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Fig.3 Monthly mean wind speed and power density.

防爆型を採用した。観測システムの仕様をTabb lに示

す。観測データは,天然ガス田プラットフォームの居
住区画 (防爆仕様を必要としない)に設置したデータ
ロガーに記録し,毎 日1回,携帯電話回線を用いて 10

分間統計値を自動送信した (ロガーA)。 サンプリング

間隔は 2秒,観測期間は 2004年 10月 から2006年 9
月までの 2年間である。また,2005年 12月 より,1
秒サンプリングの時刻歴データの取得 (ロ ガーB)も
同時に実施した。

3.観測結果
観測データの一例として,2005年 1月 の lヶ月間に

おける 10分間の平均風速,乱れ強さ,平均風向の推移

を Fig。 2に示丸

以下では主として2004年 10月 ～2005年 9月 の 1年

間の観測結果についてその概要を示す。

(1)平均風速と風カエネルギー密度

全観測期間における平均風速は 7.衛愧 であった。大

型風車のハブ高さ70m～ 8Clmに換算 (べき指数α鋤 .1)

した場合の平均風速は,7.2耐s～7.昴スが見込まれる。

一般的に陸上における風力発電の適地条件としては,

風車のハブ高さにおける年平均風速

“

仏 以上が目安

‐   :匂議員唯
‐  :ワイブル近似値

0～ 1    5～6   10～ H   15～ 16  20～ 21

サ勲聟級 lm/sl

Fig.4  Wind speed occurrence frequency.

とされている国。風カエネルギーは,風速の 3乗に比
例するため,本観測地′点においては,陸上における適
地条件の目安の 1.7倍～1.8倍の風カエネルギーが存在

することになる。

月平均風速の変化をF壇.3に示す。月平均風速は,
概ね 12月 ～5月 の冬季から春季に高く,6月 ～11月 の

夏季から秋季に低い傾向を示している。月別では,1
月の平均風速が最も高く8.5酬sであつた。一方,平均
風速が最も低いのは7月 の 5.仙法であつた。

月別の風カエネルギー密度をFt.3に示す。月別風
カエネルギー密度の最大値は 1月 の 957W′ぽ であり,

最小値は6月 の258 くヽ であった。また,全観測期間
中における風カエネルギー密度は562W/m2でぁった。
10分間平均風速の出現頻度とそのワイブル分布近
似値を,F進.4に示す。最も頻度が高い風速階級は5耐s

～

“

スであり,ワイブル分布の形状係数 kは 1.70,尺

度係数 cは 8.3である。

(2)風向出現頻度

年間の風向出現頻度をF進.5に ,年間の風向別風力
エネルギー密度をFig.6に示す。年間の最多出現風向

は南 (S)風の9.7%であつた。ただし,西北西 lWNW)
風から北北東 lNNE)の出現頻度も 7.5%～9.2%観測
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4.洋上ウインドファームのケーススタディ
観測結果を基にして,観測地′点における洋上ウイン

ドファームを想定し,発電量予測を実施した。Fig。 10
に風車配置および風向別発電量とウエイクロス量の予

測結果を示す。風車は,定格出力 2.5MWク ラス,ロ
ータ径 (D)90mク ラス,ハブ高さ80mク ラスのモデル

風車を仮定した。ウインドファームの風車基数は東西

10基×南北 10基の計 100基とし,東西および南北方
向 10Dの等間隔配置とした。ウインドファーム全体の

定格出力は 250NIW 05万 kWlと なる。発電量予測
には,WAsP IRiso,National Laboratory DW)を 用いた。

年間発電量の予測結果は,約 6億 7000万 kWh(利
用可能率を 90%と した場合),設備利用率は 31%,平
均ウエイクロスは 5。7%であつた。これは,一般家庭約

20万戸分の消費電力に相当する。

風車別では,北西隅の風車が設備利用率最大 (32%),

ウエイクロス最小 (1.9%)を示し,中心位置付近の風車
が設備利用率最小 (30%),ウエイクロス最大(7.4%)を

示した。

Amual

energy

production

Wake bss

5.まとめ
(1)観測地′点における年平均風速は 7.4mも ,年平均風
カエネルギー密度は 562崚は ,年平均乱れ強さは
10.5%であり,風力発電の適地条件として良好な風

況であることを確認した。

(2)モデル風車を用いた観測地′点における洋上ウイン

ドファームを想定した年間発電量の予測では,設
備利用率 31%が得られた。
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